














































                                                   
1
 नेमाडे, भालचंद्र. कोसला, पॉप्युलर प्रकाशन, मुंबई, 1963, (1983, तिसरी 
आवृत्ती). 
2
 बांदीवडेकर, चंद्रकांि. भूतमका, कोसला, भालचंद्र नेमाडे, (अनुवादक 






た、मराठी सातित्य प्रेरणा व स्वरूप (1950-1975), गो.मा. पवार, म. द. 
िािकणंगलेकर (सं.),पॉप्युलर प्रकाशन, मुंबई, 1986.所収の चंद्रशेखर 
जिातगरदार の कादंबरी पररतशष्ट (pp.57-60) 及び सीिाराम रायकर の
कादंबरी चचाा  (pp.61-75)も『繭』の評価について参考になる。
Masterpieces of Indian Literature, (K.M. George, Director & Ed.), 
vol. 2, National Book Trust, India, 1997.ではマラーティー語小説
の代表作の一つとして『繭』の抄訳が採録されている。ただし、
A History of Marathi Literature, Kusumawati Deshpande & M.V. 
Rajadhyaksha, Sahitya Akademi, New Delhi, 1988.には作品への言
及がなされていない。 

























                                                   
4
 小論で使用した『繭』第３版の奥付に、創作期間 1963 年 8 月








っている。Encyclopaedia of Indian Literature, Mohan Lal (Chief 


































































































































































































































































































































































































                                                   
7
 加藤周一、「明治初期の文体」、『文体』、日本近代思想体系
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いうこともなにもない」と述懐する [नेमाडे 1983: 31] 。この述懐




































































































                                                   
11 Masterpieces of Indian Literature において抄訳として採録され
ている部分もこの個所である [K.M.Geroge 1997, 744-750] 。 
